
筑波大学電子図書館専門委員会

一最初の 3年 3ヶ月一

宇)11彰

筑波大学電子図書館が正式に開館したのは 1998年(平成 10年) 3月 18日であ

るが、電子図書館の根幹をなす電子図書館計算機システムは、 1998年 1月始めに稼

動を開始していた。また電子図書館の運営を司る電子図書館専門委員会は、 1 998年

1月 21日に第一回が開催された。私は、全く思いがけなくも 1998年 1月から電子

図書館専門委員会委員長を務めることになり、結局 2001年 3月までの 3年 3ヶ月、

この任に携わった。筑波大学電子図書館開館当初からこの間の出来事を、個人的感想を

交えながら記してみたい。

1 997年(平成 9年) 1 2月に私はドイツのビーレフェルト大学に 2週間の海外出

張をしていた。既にインターネットは大いに発達しており、ドイツへは、AkiaのTornado

515Mというノート PCを持参して (B4サイズではあったが、厚み4cm、重量4kg

という代物であったが)、日本の新聞を読んだり、筑波の自分のワークステーションに

telnetしてメールを読んだ、りしていた。今でもメールが残っているが、 1 2月 16日付

けで、電子図書館専門委員会委員長への就任依頼を、斎藤武生附属図書館長から頂いた。

連絡先は、森茜図書館部長、内藤英雄情報管理課長で、あった。

その時点で私と電子図書館との関わりは浅かった。図書館電子化推進特別委員会の委

員ではあったが、このこと自体が、平成 9年4月から、物理学系梁成吉教授の後任とし

て、附属図書館運営委員となったことによるところが大きいものであった。既に長年に

わたり図書館の電子化や、それに付随する著作権などの問題に関係して来られた方々が

幾人も居られたし、何も私でなくともというのが正直な気持ちであった。多少の関係が

あるとすれば、計算素粒子物理を専門としている職業柄、この分野では当時既に殆ど当

たり前のことになっていた、AmericanPhysical Society発行雑誌の電子ジャーナル版や、

素粒子物理学分野から始まった論文の電子アーカイブ (http://xxx.lanl.gov)等の、イン

ターネットと webを利用した学術情報資料の伝達と発信を、日常的に利用していたこと

で あろう。また、筑波大学計算物理学研究センターの web ページ

(http://www.r・ccp.tsukuba.ac.jp)の作成に関係した経験もあった。

斎藤館長からの依頼メールは、どうにも断りづらい理由を多々含むものであった上に、

当時はドイツと日本の聞の回線が細く、長々としたメールを書いてやり取りをするのは

キーボードの反応が遅くて大変でもあった。私は、暫時考えた上で、委員長をお引き受

けすることにした。

電子図書館専門委員会の設置は、 1 997年 12月 19日の筑波大学附属図書館運営

委員会で承認され、併せて 15名の委員も決まった。電子図書館専門委員会の任務は、

附属図書館運営委員会の下にあって、全学的な見地から、イ.電子図書館のサービスに
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関する加と、口. シス ムの講築に ること、ノ¥ ータベ

ースの構築γ盟十九 v シ 一 ること、の調査・ つF

とである。

これをうけて、 1 998年 1月21 Sに され

た。 旨から拾って ると次のようになる。 : (1) 

ピスについて、 (2)電子 タベー又の講築について、(3 ) 

及びロ について。

国書鰭へのデ タの登

録準髄状況について、 (3)WWW  よる ピトス 体制に

っし

ち iずであり、議題はれを反映している。

webページとゴンチンツの構成等が中心であっ

のトップGページの遺作は結構議論になった記櫨がある。ご存知のとおり文章を中心とし

たもので、あるが、絵を入れてもう少し華やかなものにしてはどうかという感想は少なか

らぬ人たちが持ったと思われる苧自の不自由な方々が読み上げソブトを使って引用する

いとを考えてこのような造作に落ち着いたとの森思議舘部長の説明に、皆納得した。す

をその後何度か伺った。

学内

るので、ど

うか、時間を取って

図書館収縁学位論文の第一号は、北

るc

っきりとしており、

コγγ ンツの整備状況について

・蓄積された学術研究情報の学外への発信

のようにして学内生産・蓄寝資料の収集と

交換が行われた記'憶がある。

「日

国書館の英文名及が2 ゴは、 Z月 16日を〆切日として学内外か

とになった。英文名称 19件、点二1'9件の応募に対して、電子関書鑓専門委員会委員が

を行って決定した。採用された名称と口ゴは、電子罰書館のトップページに見るこ

とがで、きる。

ニングセレモニーは、 3丹 18日;こ、

出席して行われた。この査後の、 3月

1えTTEC(World Technology Evaluation Center: http://www.wtec.org/) ~こ

Digital Information Organization in Japanの一環として、

察があった。森図書館部長が、張り切って詔介されてし

自のサイトレポート及び報告書全文はhttp://www.wtec.org/loyolalindex.htmに公開さ

し1る。

1 998 

の割合で開催さ

3月までの 3 子電

は
、
ロ
ハ
ド

は、年2回

1 0 

200 0年(平成 12年) 3 Jj 6日・

1 3年) 2月 14呂、となっているc

開6月 22 S . 
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事業計画の検討を行い、年度途中の委員会で事業計画の実施状況についての検討を行う

という進め方であった。

この間の主要議題の第一が学内生産・蓄積資料の収集と電子化である。図書館部情報

システム課が中心となり、コンテンツの整備・充実のためのアクション・プランが年度

毎に策定され、 1.学内蔵書検索用書誌データの入力、 2. 全文情報:(1)学内生産資

料(本学紀要・学位論文・研究成果・学事報告・シラパス等)、(2 )学内収集資料(貴

重書のモノクロ及び高精細画像)、(3 )オンライン・ジャーナル、 3. 学術論文情報デ

ータベース、等の項目毎に充実が図られた。表 1に、議事録から拾ったコンテンツの増

加の様子を示す。

書誌情報 学内生産 貴重書
電子ジャ

蔵書数 入力済件 資料(学位 (高精細

数 論文) 画像)
一ナノレ

平成 10年 7月 1995123 1506851 47(9) 150 (0) 75 

平成 11年 3月 2043022 1625145 316 (216) 750 (0) 62 

平成 12年 3月 2075931 1725912 820 (578) 2184(39) 1353 

平成 13年 3月 2117140 1836880 1103(760) 2826(47) 2259 

平成 14年 3月 2148034 1929058 1344(824) 4105 (51) 3520 

平成 14年 11月 2389756 1974243 1380 (841) 5565 (81) 3147 

表 1 筑波大学電子図書館のコンテンツの整備状況

学位論文の収集については、情報システム課の方々を中心として、電子図書館発足以

前の学位取得者への登録依頼や、毎年の学位授与式会場での直接の呼びかけなど、大き

な努力が払われた。その結果、収録数は額調に伸びて来ていたので、平成 13年度に増

加が留まったのは残念である。大学院生と大学院教官へ、改めて一層の周知と協力依頼

が必要と思われる。

高精細画像についても、高解像度のスキャナの調達から始まって多くの努力が払われ

た。 2000年(平成 12年)に狩野探幽の扉風絵が図書館で発見されたことは記憶に

新しいが、これらを含めて現在 81点が電子図書館に収録されている口

第二の主要議題は電子ジャーナルで、あった。電子ジャーナルは 1990年代半ばから

一部の学会誌により先鞭が付けられていたが、 1990年代後半に Elsevi灯、Springer、

John Wiley等の大手出版社が出版雑誌の電子化を推進するに至ってタイトル数が急速

に増加し、学術情報資料として大学が備えるべき必須の存在となった。しかしながら、

これと並行して、出版社からの購読料値上げ要求を中心とする問題が顕在化した口

筑波大学電子図書館では、できるだけ多数の電子ジャーナノレを教官・学生に提供する

としづ方針の下に図書館部が大きな努力を払い、電子図書館での提供を進めたが、翌年

度も提供タイトル数を保持で、きるかどうかは常に大きな問題であった。このような状況

下で、将来的な方針を検討するには、電子ジャーナルの利用状況を把握することが必要
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であるとの観点から、平成 12 

とするアンケ…トを実撞することにしたa アンケートは 2000年 11月から

1ヶ月にわたって行われ、 662名から回答が寄せられた。結果を見ると、回答者の内、

5 5 鳴が電子ジャーナルを利用したことがあり、利用者の利用頻度は、毎誌と週 1~2

回を許せたものが 59010、また今後相当の負担をしても導入すべきとの意見が 75%を

占め、穂子ジャーナノレの科用と必要性の意識が幅広く浸透しつつある状況を拘わせた。
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であ号、学内からのアクセスが年を追っての増加の原田である。また 2001年度後半

から 2002年度にかけてアクセス数が 3告増に近い増大を示しているが、これは 20 

o 2年 1月に電子関欝館計算機システムの吏故が行われ、サ…パ及び端末の性能と
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する勘定になる。開館後 5年目にして、筑波大学電子図書館は、筑波大学の教官も学生

も、殆ど毎日のように利用する存在に成長して来たわけである。

200 1年4月から電子図書館専門委員会委員長は西原清一先生(電子・情報工学系)

がお努めになっている。電子図書館専門委員会の前身である、図書館電子化推進特別委

員会及び電子図書館システム研究班研究会等で、筑波大学図書館の電子化には長い間関

係して来られた方である。 2001年度後半に電子図書館懇談会を数度にわたり開催し

て今後の電子図書館の有り方についての意見交換を行い、また今回の電子図書館シンポ

ジウムの開催に尽力される等、精力的な活動を繰り広げて居られ、私と違って本来の適

任者の手に戻ったと安心している。

筑波大学電子図書館は今後どのような姿を目指すべきだろうか。図書や学術雑誌は、

人類の知識を記録する媒体であり、大学における図書館の意義は、このような媒体を、

長期的観点、から収集し、研究と教育の基礎資料として、主として大学を構成する教官と

学生に、長期にわたって提供する点にあったと考えられる。現在までの電子図書館は、

電子媒体に記録された学術資料に対して、このような機能を充実させてきた。しかしな

がら、計算機とインターネットの爆発的な普及は、このような従来型の学術資料の収集

と提供の仕組みは保持しつつも、大学における研究者とその学術研究活動の総体を発信

できるような新たな仕組みの必要性を強く示唆しつつあるように感ぜられる。今回のシ

ンポジウムが、その具体案を作っていく上での大きなきっかけになることを期待してい

る。

最後になったが、 3年 3ヶ月の委員長在任中お世話になった、森茜、内藤英雄、小西

和信、三浦正克、栗山正光、石村恵子、近藤務、上原由紀、の各氏を始めとする図書館

部の方々、また西原清一(電子・情報工学系)、坂口瑛(電子・情報工学系)、高田彰(臨

床医学系)の各氏に、お礼を申し上げる。

(うかわ・あきら 物理学系(計算物理学研究センター)教授)
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